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NTT ファイナンス株式会社 ベンチャーキャピタル部門様が暗号化と 

電子割符を組み合わせた『電子データ移送ソリューション』を運用開始 

～「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準（第 2 版）」をクリア～ 

 

  電子割符の世界を常にリードし、いち早く顧客のニーズにあったソリューションを提供している 

  グローバルフレンドシップ株式会社は、この度、ＮＴＴファイナンス様のご要望に応え、国内外を 

問わず情報、データ等の移送機会が多い先端技術投資部様へ暗号化し、更に分散移送（保 

管）できるソリューションを提供いたしました。 

分散移送（保管）には GFI 電子割符®技術が使われています。 

 

暗号化には、認証および暗号化ソフトウェアでは欧州大手のウティマコ セーフウェア株式会社 

の「SafeGuard®PrivateDisk」を、分散移送（保管）には株式会社トッパン・エヌエスダブリュのみへ 

OEM 提供し、今春、新発売された「割符 de ガード® Ver2.0｣を組み合わせたソリューションです。 

 

グローバルフレンドシップは今回提供するに当たり、予てより協業体制にあったウティマコセーフ 

ウェア社とトッパン・エヌエスダブリュの協力により、「割符 de ガード® Ver2.0」を、暗号化して、割 

符化する、という動作がシームレスに連携できるように機能強化を図りました。 

 このことで、2007 年 4 月に内閣官房情報セキュリティセンターから出された「政府機関の情報 

セキュリティ対策のための統一基準（第 2 版）」もクリアしている安全、安心な業務の遂行ができ 

るようになりました。 

 

今後の販売ターゲットとしては、外注先や顧客への電子データの受け渡し等で、生データの入った 

メディアを利用し、情報漏えいの危機に晒されながらも業務をしなくてはならない環境の企業や、 

現状パソコン持ち出し禁止で、業務効率が悪化し、営業活動に支障を来たしている企業等、暗号 

化と電子割符の組み合わせによるセキュリティ強度の高いソリューションを導入することで、それ 

らの障壁を排除し、業務効率の向上を図るべく提案いたします。 

 セキュリティポリシーと業務効率のバランスを取るのは大変難しい環境になってきております。 

 具体的には、パソコンの持ち出し許可や、出張先でのメール割符化による運用等が実現できる 

 ソリューションとして、今後 1 年間で 5,000 セットの販売を見込んでおります。
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電子データ移送ソリューション概要

「政府機関の情報セキュリティ対策のための統一基準の
強化遵守事項をクリア
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GFI電子割符の特徴である、偏差をつけた割符データが

割符片をメールに添付することを可能にしました。
最大　1:1,000でも安全性を保障しています。
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ソリューション概念図２（例えば、メールフォルダを割符にして保管、移送） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もちろんメールだけではありません。フォルダごと割符化できるので、フォルダごとにファイル 

管理していれば、通常は割符で保存されており、開きたいファイルの割符片をダブルクリック 

すると、自動的にアプリケーションを起動して開きます。 

ファイルを閉じれば、自動的に割符にし、保管されます。 
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NTT ファイナンス株式会社  http://www.ntt-finance.co.jp/index.html 

 本社 東京都港区  代表取締役社長 小出 寛治 

 ＮＴＴファイナンスは、１９８５年に「ＮＴＴリース」の商号で、ＮＴＴグループ会社の第１号として設立。 

２００６年には、多様な金融サービスを提供するファイナンス会社としてさらなる発展を目指し、 

現在の社名へ商号変更しました。  

ＮＴＴグループにおける金融中核会社として、リース・割賦販売事業、営業貸付事業、ベンチャー 

キャピタル事業、クレジットカード事業、住宅ローン事業などＮＴＴグループ内外及び国内外に 

おいて幅広い金融サービス事業を展開しています。 

 

株式会社トッパン・エヌエスダブリュ  http://www.toppan-nsw.com/ 

 本社 東京都文京区 代表取締役社長 杉原 敏之 

 凸版印刷の IC ビジネス及びＥビジネス分野のビジネス拡張を目的に、凸版印刷と独立系 1 部 

上場 SI 企業である NSW が合弁で設立。 

事業として IC ソリューション、Web ソリューションを主軸にシステムの企画コンサル・開発・運用 

を行っています。 

 

ウティマコ セーフウェア株式会社  http://www.utimaco.jp/ 

 本社 神奈川県横浜市 代表取締役 Jan Bosveld (ヤン ボスフェルド) 

 ウティマコ セーフウェア社の日本法人として 2005 年に設立し、PC などのコンピュータ端末 

機器にインストールする認証および暗号化ソフトウェアを提供し、顧客のセキュリティリスクの 

軽減に貢献しています。 

 

グローバルフレンドシップ株式会社  http://www.gfi.co.jp/ 

 本社 東京都新宿区 代表取締役社長 保倉 豊 

 秘密分散法を具現化し、世界で初めて商品化に成功。GFI 電子割符®として、ライブラリを 

 提供、IO データ機器様では、割符をバンドルした USB メモリの出荷実績が 200 万本を超え 

 ています。 

また昨春より販売開始したプライベートデータラック®にトッパン・エヌエスダブリュ様専用 

機能を追加して OEM 提供（割符 de ガード® Ver.2.0）しています。 

独自の技術開発により、取得済み特許 8 件、申請中 38 件（海外含む）。 

 

「割符 de ガード」は株式会社トッパン・エヌエスダブリュの登録商標です。 

「SafeGuard」はウティマコセーフウェア株式会社の登録商標です。 

「GFI 電子割符」と「プライベートデータラック」はグローバルフレンドシップ株式会社の登録商標です。 


